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Abstract An interspecific hybridizing experiment was carried out between Brenthis daphne $. and 
B. ino ご by the cage pairing method. Many F, adults were obtained with an equal sexual ratio. 
Neither deformity nor abnormal growth were observed at any developmental stage. The morpholo- 
gy of the early stages and an adult of F, hybrid is shown. 
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は じ め に 


ヒョウ モン チョ ウ Brenthis daphne 3 € a v € V B. ino tå, 幼生 期 を 含め た 全 ス テー ジ の 形態 の みな ら 
ず 生 態 的 に も 近 縁 な 2 種 で ある . 基本 的 な 食 草 は . ヒョウ モン チョ ウ が 乾燥 し た 草原 に 生育 する バラ 
笠 ワ レモ コウ 類 , コ ヒ ョ ウ モ ン が 湿地 に 生育 する オニ シモ ツケ で あり , 両 食 草 の 分 布 に 影響 され 一 般 的 
に は ヒョウ モン チョ ウ が 乾性 草原 , コ ヒ ョ ウ モ ン が 渓谷 沿い に 棲み 分 け て いる . し か し , 本 州 中 部 の 
高原 に は 乾性 草原 中 に 湿性 草原 が モザ イク 状 に 分 布 し , 両 食 草 が 混在 し て いる 場所 が ある . この よう な 
場所 で は , 両 種 が 同 所 的 に 分 布 し 混 棲 地 と な っ て いる こと が 知ら れ て いる (福田 ほか , 1983). また 両 
種 の 発生 期 は びく わずか の ズレ が 認め られ る が , ほとん ど 同 時 期 に 発生 し て いる こと も 多い . この よう 
な こと か ら , 混 棲 地 で は これ まで どちら の 種 と も 判別 が むず か し い 個 体 が 採集 され た り (例え ば , 白 
水 , 2006), 交雑 個体 と 思わ れる も の が 得 ら れ て いる (福田 ほか , 1983). し か し , これ まで 両 種 の 交雑 実験 
は 成功 し て お ら ず , 混 棲 地 で 得 ら れ た 判別 の 難 し い 個 体 が , 真 に 交雑 個体 で ある の か どう か は 未 人 解明 な 
まま で ある . また , 生態 的 に も 近 緑 な 両 種 が どの よう な 種 閥 関係 に ある の か , 生殖 的 な 隔離 は どの よ 
うに な っ て いる の か な ど は 全く 未 解明 な まま で ある . 


筆者 は , これ ら の 諸 課 題 を 解明 する 糸口 と し て , 両 種 の 交雑 実験 を 行っ た 結果 , 種 間 雑種 を 得る こと 
に 成功 し た の で 報告 する . 





交雑 実験 の 方 法 


交雑 に 用 いた 個体 は ヒョウ モン チョ ウ が 長野 県 川上 村 梓 山 産 の 果 代 個体 ,. コ ヒョウ モン が 岐阜 県 高山 
市 ( 旧 高 根 村 ) 小 日 和 田 で 得 た 2-3 齢 幼虫 を 飼育 羽化 させ た 個体 で ある . な お , 産地 の 状況 を 記す と , 
冬山 に つい て は コ ヒ ョ ウ モ ン の 記録 は ある よう だ が , 健 者 の 3 年 間 の 調査 ご は コ ヒ ョ ウ モ ン は 発見 き 
れず ヒョウ モン チョ ウ の 比率 が 圧倒 的 か 単 棲 地 と 考え られ る . 一 方 , 小 日 和 田 に つい て は , これ まで 
旧 高 根 村 の 別 の 地区 で は ヒョウ モン チョ ウ が 数 頭 得 ら れ て いる (西田 , 2003) も の の , この 場所 に は ヒ 
ョ ウ モ ンチ ョ ウ の 記録 は 全く な く コ ヒョウ モン の 単 棲 地 と 考 を られ る . 


これ ら 便 育 羽 化 さ せ た 個 体 を ビョウ モン チョ ウ の と コ ヒ ョ ウ モ ン \, コ ヒョウ モン み の と ヒョウ モン チ 
ョ ウ そ の 組み 合わ せ で 直径 30 cmx 長 さ 40 cm の 円 筒 形 吹 き 流し と 自作 の 直径 25 cmx 長 さ 40 cm の 円 筒 
形 か ご に 配分 し , ケー ジ ペ アリ ング を 試み た . 


交雑 実験 は 2006 年 6 月 に 行っ た . ヒョウ モン チョ ウ ご は 6 月 8-11 日 , \ は 同月 13 日 の 羽化 個体 , コ ヒ 
ョ ウ モ ンマ は 6 月 11-13 日 , そ は 同月 14 日 の 羽化 個体 を 用 い , 6 月 14-17 HOA HS, 吹き 流し と か ご を 
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目 宅 庭 の 木陰 に 配置 し た . 
組み 合わ せ は 以下 の と お り . 


コ ヒ ョ ウ モ ン 4? と ヒョウ モン チョ ウ 2 ゃ 
ココ ヒョウ モン 3? と ヒョウ モン チョ ウ 1 ゃ 
ココ ヒョウモン 5? と ヒョウ モン チョ ウ 3 う 5 
ヒョウ モン チョ ウ 2? と コ ヒ セ ヒョウ モン 1 


これ ら の 種 間 交雑 実験 と 対比 する た め , 以下 の よう な ヒョウ モン チョ ウ 同 士 の ケー ジ ペ アリ ング も 試 
みた . す な わ ち , 


ヒョウ モン チョ ウ 4 の の と ヒビ ヒョウ モン チョ ウ 4 そ ゃ そ 





6 月 18 日 か ら ケ ー ジ ペア リン グ を 試み た 上 記 そ を 個体 ご と に 直径 12 cm, 深 さ 12 cm の 円 筒 形 ポリ プ 
ロ ピレン 容器 に 入れ 採卵 させ た . 採卵 期間 は 12 日 間 で ある . 採卵 に 用 いた 食 草 は ヒョウ モン チョ ウ が 
ワレ モコ ウ , コ ヒョウ モン が オニ シモ ツケ と し た . 


実験 結果 と 考察 


上 記 組 み 合わ せ の うち , コ ヒョウ モン の と ヒョウ モン チョ ウ \ の 組み 合わ せ で は , いずれ の ケー ジ に 
お いて も コ ヒ ョ ウ モ ン の が ヒョウ モン チョ ウ \ に さか ん に 交尾 し よう と する の が 観 窪 さ ん れ た が , 所 用 
の た め 観 察 を 続け る こと が で き な か っ た た め 交 尾 は 確認 し て いな い . ケ ー ジ ペア リン グ 実 験 後 の 採卵 
の 結果 ,. コ ヒョウ モン の と ヒョウ モン チョ ウ \ の 1 組 の み が 有 精 卵 を 産ん だ . この \ キ が どの ケー ジ に 入 
っ て いた 個体 か は 確認 漏れ し た . な お , ヒョウ モン チョ ウ 同 士 の ケー ジ ペ アリ ング で も 1 ゃ そ が 有 精 卵 
を 産ん だ . 本 実験 の 翌年 2007 年 に は 同様 の 実験 を 行い コ ヒ ョ ウ モ ン 同 士 で も 有 精 卵 を 得 て い る の で , ヒ 
ョ ウ モ ンチ ョ ウ , コ ヒョウ モン と も ケー ジ ペ アリ ング で 少な いな が ら 交 配 可能 で ある こと が 確認 で き 
だ . 


有 精 卵 と 無精 卵 の 違い は , 産卵 後 の 卵 の 色 で 判定 で きる . すなわち, 有 精 卵 の 場合 は 産卵 後 2-3 日 で 褐 
変 す る の に 対し , 無精 卵 は 黄色 の まま 色彩 変化 せ ず , その 後 し ぼん で くる . 得 られ た コ ヒ ョ ウ モ ン ざ 〆※ 
ヒョウ モン チョ ウ ゃ その 有 有 精 卵 は 採卵 を 和 途中 で 切り 上 げた た め 40 卵 程度 で ある . この 卵 を 屋外 で 越 夏 
越冬 させ 2007 年 2 月 28 日 に 室内 に 取り 込ん だ . 卵 は 難 化 を 確認 し て , 別途 室内 に 取り 込ん を だ ワレ モ コ 
ウ 鉢 西 え を の 中 に 入れ た . な お , コ ヒョウ モン , ヒョウモン チョ ウ と も 3 年 ほど 継続 し て 飼育 し て いる が , 
福田 ほか (1983) に 記さ れ て いる よう な 2-3 葵 幼 虫 で 越冬 する こと は 全く な く , すべ て 卵 内 幼虫 で 越冬 
する こと を 確認 し て いる . 2-3 齢 幼虫 の 越冬 と いう 記述 は 何 か の 間違い で あろ う . 卵 は 室内 に 取り 込 
ん で か ら 3 日 後 の 3 月 3 日 か ら $ 日 に か け て 落 化 が 始ま っ た . その 後 の 成育 経過 は , 最も 成育 の 早い 個 
体 で , 3 月 17 日 まで に 1 眠 起 (正確 な 記録 は 不明 ), 同 20 日 2 眠 起 , 同 29 日 まで に 3 有 眠 起 (正確 な 記録 は 
不明 ),4 月 3 日 4 眠 起 , 同 14 HEB, 5 月 4 日 1? 羽 化 で あっ た . の 羽化 は その 後 $ 月 14 日 まで , その 羽 
化 は 5 月 10 日 か ら 24 日 まで で , 計 12 の 11\ が 羽化 し た . 結局 映 化 し た 幼虫 数 24 頭 の うち 途中 死亡 し 
た の は 1 頭 の み で , きわ め て 順調 に 成虫 まで 成育 した. 第 化 率 が それ ほど 高く な か っ た の は , ヒョウ モ 
ン 類 の 卵 の 越 夏越 冬 が 難し いこ と に よる た め と 考え られ , 種 閥 雑種 で あっ た こと が 原因 と は 考え られ 
な い . 





以上 の よう に , ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ と コ ヒ ョ ウ モ ン は ケー ジ ペ アリ ング に よる 交雑 が 可能 で , これ まで の 
と ころ 少な く と も コ ヒ ョ ウ モ ン の と ヒョウ モン チョ ウキ の 組み 合わ せ で 種 問 雑種 が 形成 され る こと 
が 判明 し た . また , 種 閥 雑種 の 幼生 期 は 順調 な 成育 を 示し , 雑種 に あり が ちな 脱皮 不全 な どの 成育 不 
良 や 艇 小 な 個体 が 羽化 する こと , ある い は 性 比 の 異常 な ど は 全く な か っ た . 


種 間 雑 種 の 幼生 期 に つい て は 5 殴 幼 虫 を 図 1, 2 に 示し , 表 1 に 種 問 雑 種 と ヒョウ モン チョ ウ , コ ヒ 
ョ ウ モ ン の 終 齢 末期 幼虫 を 比較 し た . また 遇 に つい て は , 図 3 に FE, 遇 を 示し , 表 2 に ヒョウ モン チョ ッ ウ , 
コ ヒ ョ ウ モ ン と の 比較 を 示し た . 図 や 表 に 示さ れ た よう に , 種 間 雑 種 は 両 種 の 中 間 的 形態 を 示し た . 


次 に , 羽化 し た 種 間 雑種 成虫 と 比較 の た め ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ , コ ヒョウ モン の それ ぞ れ を 図表 に 示す . 
? に つい て は 図 4 と 表 3 に , に つい て は 図 5 と 表 4 に 示す . な お , 比較 は ヒョウ モン チョ ウ が 梓 山 産 , 
コ ヒ ョ ウ モ ン が 小 日 和 田 産 を 用 い , 種 閥 雑種 個体 と 同一 条件 下 で 飼育 し た 両 種 個 体 で 行っ た . 写真 や 表 
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1-2. KERKHOF, Xr (1: 側面 , 2: 上 面 ). 
Figs 1-2. Mature larva of F, hybrid (1: lateral aspect, 2: upper aspect). 
3. F, lig. 

Fig. 3. Pupa of F, hybrid. 





4-5. 成虫 の 比較 . 4.2.5.9 (fe: Ca v Ev fa vu RV A seas) 
Figs 4-5. Comparison of adults. 4. 4. 5. $.. (left: B. daphne, center: F, hybrid, right: B. ino). 
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表 1. コ ヒョウ モン , ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ , お よび 種 間 雑 種 の 終 齢 幼虫 の 比較 . 
Table 1. Comparison of mature larva of B. ino, F, hybrid, and B. daphne. 








s 頭 部 の 色 胴 部 の 地 公 "EC 気 門下 線 REOR 
コ ヒ ョ ウ モ ン 29-34 ほとん と 黒色 黒色 不明 瞭 また は 無し 黄 日 色 aE 
細線 不明 際 胸部 で 分 断 HERR S 
種 間 雑 種 30-34 地 色 は 黒色 黒褐色 白色 で 細い 2 本 Bé REE 
IB REL A Rid t NE 分 断 し な い 4) Mo RS 
ヒョウ モン チョ ウ 3-3 FL A CO VUE. HETKI 白色 で 太い BE 





細線 明瞭 で 多数 1 本 に 融合 する 分断 し な い 分 岐 球 は 黒色 





表 2. コ ヒ ョ ウ モ ン , ヒョウモン チョ ウ , お よび 種 間 雑種 の 上 踊 の 比較 . 
Table 2. Comparison of pupa of B. ino, F, hybrid, and B. daphne. 


体長 





(mm) 第 8 腹 節 の 突起 
コ ヒ ョ ウエ モン 17-00 他 の 突起 と 同 大 : 金色 
種 間 雑種 18-21 








間 
ヒョウ モン チョ ウ 20-22 小さ い : 外側 の み 金 色 


X3, コ ヒ ョ ウ モ ン , ヒ ョ ウ モ ンチ ョ ウ , お よび 種 閥 雑種 の Z 成 虫 の 比較 . 
Table 3. Comparison of male adult of B. ino, F, hybrid, and B. daphne. 


HR muog EGER TI 
































1b 室 の 1.2.3 斑 * の 間隔 lb 室 の 3.4 斑 * 
コ ヒ ョ ウ モ ン 46.5 Jua ISTG 1-20 H [8 1X 2-3 0 fH] 3.4 は 癒着 : 大 き さ は 
45-48 隔 よ り 狭 い 傾 向 が ある 3>4 
種 間 雑種 513 丸み を 淀 び る tt 1,2, 3 は 等 間隔 3.4 は 疹 着 : 大 き さ は 
49-54 3=4 
ヒョウ モン チョ ウ 509 直線 状 黄 褐 色 1.2.3 は 等 間隔 3, A lX 4 BE E 7c X 8g 
48-54 く 癒着 : 大 き さ は 3<4 
RARE 
外 半 部 の 地 色 基部 の 色彩 外縁 に 沿う 斑紋 列 前 縁 の 白斑 
コ ヒ ョ ウエ モン 赤褐色 赤褐色 紫 白 色 で 顕著 — WE 
種 間 雑種 淡 褐 色 だ が や や HBE や ゃ や や 顕著 や や 顕著 
赤み が 入る 
ヒョウ モン チョ ルウ 紫 褐 色 : 濃 決 に は Sexe 紫 褐 色 で 不明 瞭 不明 瞭 
個体 変異 が ある 


* 前 逆 表 1b 室 に お いて 基部 か ら 外 縁 に 向かっ て 4 つ あ る 黒 斑 を 順番 に 1, 2, 3.4 斑 と 呼ぶ 





表 4. コ ヒ ョ ウ モ ン , ヒョウ モン チョ ウ , お よび 種 間 雑 種 の 成虫 の 比較 
Table 4. Comparison of female adult of B. ino, F, hybrid, and B. daphne. 


PUE mnao Makim 





(mm) 地 色 
コ ヒ ョ ウェ モン 512 Ji^ tU 汚 褐色 
49-53 他 よ り 暗 い 
種 問 雑種 53. 丸み を 帯び る 汚 黄 褐色 
51-57 中 間 的 


ヒョウ モン チョ ウ 556 丸み の ある 個体 か ら 直 汚 黄 褐色 
51-59 線 状 の 個体 まで 変異 ~ 他 より 明る い 




















後期 裏面 
外 半 部 の 地 色 基部 の 色彩 外縁 に 沿う 下級 列 BURRO EISE 
コ ヒ ョ ウ モ ン 赤褐色 JBE 紫 白色 で 顕著 HECH 
種 問 雑種 淡 赤 褐色 E) や や 顕著 zpet 
顕著 
ヒョウ モン チョ ウ 濃 紫 褐色 : 濃 湊 に 黄 白 色 — SB CRSE RRETH 
は 個体 次 異 が ある Wir 
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に 示さ れ た よう に , 種 間 雑 種 成 虫 に つい て る も , 幼生 期 同様 中 間 的 な 形態 を 示 し た . た だ , 得 ら れ た 種 間 雑 
種 成虫 の 全般 的 な 印象 は , の に つい て は 前 弟 外 縁 の 形状 は コ ヒ ョ ウ モ ン に 似 て いる も の の , 開 張 や 地 
色 な ど は ヒョウ モン チョ ウ と 似 て いた . そ や に つい て は 開 張 や 超 裏 な ど が 両 種 の 中 間 的 な が ら 全体 的 に 
は コ ヒ ョ ウ モ ン に 似 て いた . 以上 の こと か ら , 種 韻 雑 種 は 両 種 の 中 間 的 な 形態 を 示し て お り 判 別 が 難し 
いた め , 標本 作製 の 際 。 ヒョウ モン チョ ウ か コ ヒ ョ ウ モ ン の どちら か に 分 類 さ れん て し まっ て いる 場合 
多い と 思わ れる . 今回 , 強制 的 な 4 ハン ド ペ アリ ング で は な く ケ ー ジ ペア リン グ に よっ て 交雑 が 確認 され 
ここ と か ら , 混 棲 地 で は 自然 雑種 が 形成 され て いる 可能 性 が 高く , これ まで 採集 され た 個体 を 再 点検 す 
る 必要 性 が ある も の と 考え られ る . 特に の に つい て は ヒョウ モン チョ ウ , に つい て は コロ ヒョウ モン 
と 分 類 さ れ た 個体 の 中 に 自然 雑種 が 紛れ 込ん で いる 可能 性 が 高い と 考え られ る . 


今回 得 ら れ た 人 工 雑種 に つい て は 戻し 交配 実験 な ど を 行わ な か っ た が , 今後 , 北原 ・ 川 田 (1987. 1991) 
の ウス バシ ロナ チ ナ ョ ウ と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の 人 工 雑種 の 交配 実験 の よう な 試み が 必要 と 考え られ 
る . た だ し , ヒョウ モン チョ ウ , コ ヒ ョ ウ モ ン と も 吹き 流し や ハン ド ペ アリ ング に よる 交配 が 難し い 
こと か ら , 交雑 方 法 の 改善 が 必要 で ある . 


お わり に 


コ ヒ ョ ウ モ ンプ と ヒョウ モン チョ ウ \ の 組み 合わ せ で 人 工 雑種 を 得 た . 得 られ た 人 工 雑 種 の 特徴 か ら , 
混 棲 地 に お ける 自然 雑種 の 存在 の 可能 性 が 強く 予想 され た . 今後 , これ まで に 得 ら れ た 混 棲 地 の 標本 を 
調査 する こと に より 自然 雑種 の 発見 が 期待 され る . また , 人 工 雑種 の 生殖 能力 に つい て は 今回 の 実験 で 
は 明らか に で き な か っ た が , 両 種 の 種 間 関係 を 知る 上 で 非常 に 重要 な 問題 で あり , 今後 実験 等 に より 解 
明 し て いき た いと 考え て いる . 


本 実験 を 行う に あたり , 食 草 の 確保 な ど で 仲 平 淳司 , 津久井 不二雄 の 両氏 に は お 世話 に な っ た . また , 
猪 叉 敏夫 氏 に は 混 棲 地 の 両 種 の 関係 に つい て 種々 の ご 教示 を 賜っ た . 以上 の 方 々 に 深く 感謝 申し 上 
げ る . 
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Summary 


By means of a cage pairing method, 23 adults of F, hybrid between Brenthis daphne 9. and B. ino の were ob- 
tained from 24 hatched larvae. The morphology and growth progress of all stages of the F, hybrid were nor- 
mal with little mortality, and the sexual rate was nearly equal (12 711 9). The larvae, pupae and adults of the 
F, hybrid showed intermediate features between the parent species. 
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